
ネコとイヌ の キャリア権 談義

絵の出所：ChatGPT 2024/8/18 生成

ねぇ、キャリア権
知ってる？

ネコ には、
そんなの関係ない

ね！
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三位一体の労働市場改革の指針の基本的考え方

働き方は大きく変化している。「キャリアは会社から与えられるもの」
から「一人ひとりが自らのキャリアを選択する」時代 となってきた。

2023年6月16日閣議決定
「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 2023改訂版 」
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①希望する個人が、
②雇用形態、年齢、性別、障害の有無を問わず、
③将来の労働市場の状況やその中での働き方の選択肢を
把握しながら、
④生涯を通じて自らの生き方・働き方を選択でき、
⑤自らの意思で、企業内での昇任・昇給や企業外への転
職による処遇改善、更にはスタートアップ等への労働
移動機会の実現のために主体的に学び、
⑥報われる社会

－－を作っていく必要がある

2023年6月16日閣議決定
「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画 2023改訂版 」



そうである ならば …

一人ひとりが自らのキャリアを選択する

これを

「法的に支える基盤」も 気になりませんか?



 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び
職業生活の充実等に関する法律（労働施策総合推進法・
2018年）

第３条

労働者は、その職業生活の設計が適切に行われ、並びにその設
計に即した能力の開発及び向上並びに転職に当たつての円滑な
再就職の促進その他の措置が効果的に実施されることにより、職
業生活の全期間を通じて、その職業の安定が図られるように配
慮されるものとする。

 職業能力開発促進法（能開法）

第３条の３

労働者は、職業生活設計を行い、その職業生活設計に即して自
発的な職業能力の開発及び向上に努めるものとする。



職業能力開発促進法 第2条

第４項

この法律において「職業生活設計」とは、労働者が、自らその⾧期
にわたる職業生活における職業に関する目的を定めるとともに、そ
の目的の実現を図るため、その適性、職業経験その他の実情に応
じ、職業の選択、職業能力の開発及び向上のための取組その他
の事項について自ら計画することをいう。

第５項

この法律において「キャリアコンサルティング」とは、労働者の職業の
選択、職業生活設計又は職業能力の開発及び向上に関する相
談に応じ、助言及び指導を行うことをいう。

（キャリアコンサルタントについては、第30条の３以下に規定）



労働者の職務に応じた待遇の確保等のための施策の推進に
関する法律（職務待遇確保法・2015年制定）*

（教育の推進）

第８条 国は、

㋐ 国民が 職業生活設計の重要性について理解を深めるとともに、

㋑ 労働者が 主体的に職業生活設計を行い、自らの選択に応じ充実した職業生活を営むことが
できるよう、

㋒ 職業生活設計についての教育の推進 その他必要な施策を講ずる

ものとする。

（職業生活＝ワーク・キャリア、職業生活設計＝キャリアデザイン、キャリアプランニングのこと。㋐～㋒の記号と段落は引用者が挿入）

＊ 最近では、「同一労働同一賃金推進法」と略称されるのが通例
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「職業生活」は54の法律、66の政令等で使われており（政府のE-GOV法令検索・2024年7月14日現在）、その語の出現頻度は計450件
という（同8月19日現在）。



自己決定権・人格権

勤労の権利と義務



ここからは、ぐっと くだけた導入 です



若い人向けの
パンフレットから

冒頭部分を抜き出しま
した！











というわけで、

目先のことが どうしても 優先される ネコさん と

将来のことを 見据えている イヌさん とでは、

なかなか 話がかみ合わない ようですが …

対話の原案：Gemini 2024/8/16 生成



キャリア教育が なされてきて

キャリア・デザイン とか、

将来の人生設計 とか、

最近では 会社側も 「キャリア自律」とかを

言いはじめてます けれども、

生徒さん、学生さん、若手社員さん が

キャリア自律 を しようとする ときに、

その「法律的な基礎・基盤」が ないと、

実社会では 足が 宙に 浮きかねません よね。



そこで今日は、
「キャリア権」について、
再確認 して おきませんか ?!
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